
大阪ガスの藤原でございます。

本日は、お忙しいところ、当社の2022年3月期決算説明会に

ご参加いただきありがとうございます。

また平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

それではただ今より、22年3月期決算について、当社ホームページで

開示しておりますプレゼンテーション資料に沿って、説明させていた

だきます。

3ページをご覧ください。 冒頭にトピックスを３つご紹介いたします。
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1つ目は中期経営計画で掲げたミライ価値の共創に向けた活動につい

てです。

「低・脱炭素社会の実現」に向けた取り組みとしては、株式会社INPEX
様とメタネーションシステム実用化に向けた共同実証を開始しました。こ

の実証実験では、INPEX長岡鉱場内から回収した二酸化炭素を用い

て合成メタンを製造するもので、本事業で開発するCO2-メタネーション

設備の製造能力は、現時点で世界最大規模のものになります。将来的

には海外で商用規模の実証事業を行い、商用化を視野に入れて取り

組んでいきたいと考えています。また、これを更に高効率化したSOECメ
タネーションがグリーンイノベーション基金事業に採択されました。250
億円規模の国家プロジェクトとして、取り組んでいきたいと考えています

。再生可能エネルギーの普及貢献に向けては、国内外の複数の案件

で取り組みを加速させており、再生可能エネルギー普及貢献量は3月
末時点で140万kWとなりました。

「Newノーマルに対応した暮らしとビジネスの実現」では、固定通信事業
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サービスの「さすガねっと」、お客さまの暮らしのお役に立つ商

品やサービスをパソコンやスマートフォンなどを介して提供す

る暮らしのデジタルプラットフォーム事業「スマイLINK」を開始

しました。

「お客さまと社会のレジリエンス向上」では、京都大学と中長期

気象予測に関する共同研究を始めるなど、更なるエネルギー

の安定供給に向けた取り組みを進めております。
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次に、本中期経営計画で掲げたROIC経営について、この1年間の取り組み

をご紹介します。

ROIC経営の導入初年度であった昨年度は、事業ユニットとグループ本社の

役割を明確にし、事業ユニットごとに目指す水準を設定することで、メンバー

の理解促進とROIC向上の意識の醸成を図りました。

各事業ユニットでは、目指すROIC水準の達成に向け、自律的な取り組みを

進めてきました。役割を終えた海外資産の売却、国内再生可能エネルギー

開発での、戦略的パートナーへのシェアアウトと出資比率以上のオフテイク

の確保など、ROIC向上と利益拡大を両立させる活動を展開しました。

今年度も引き続き積極的な活動を展開し、ROIC向上による成長の実現に

つなげていきたいと考えています。

4



3点目に、ライフ＆ビジネスソリューション事業の柱の一つである、大阪ガス

ケミカルグループについてご紹介いたします。

石炭から都市カズを製造していた時代、都市カズを製造した際に副産物とし

て発生するコールタールを活用したのが大阪カズケミカルのルーツです。

技術開発力を強みに、優れた特性を有する素材や加工品を開発し、M＆A
による成長を続け、足元では三期連続で過去最高益を更新しております。

活性炭事業では、需要拡大が見込まれる活性炭の生産能力を増強しており

、Jacobiグループが持つ世界の販売網を活用し、さらなる事業拡大を目指し

ています。

また、市場が拡大している光学・表示・半導体デバイスなどの多様なニーズ

や用途に応じ、ファイン材料の商品開発も進めています。

これまで培った技術開発力で、新たな分野での事業化も行い、更なる成長

を目指していきたいと考えております。
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ここからは22年3月期決算と、23年3月期の見通しについて説明いたし

ます。 7ページに、決算及び見通しのポイントをまとめています。

22年3月期の経常利益は、原油価格高騰影響によるタイムラグ差損な

どにより減益となりました。

タイムラグ影響を除く経常利益は、海外エネルギー事業およびライフ＆

ビジネス ソリューション事業の増益などにより増益となりました。

また、OGUSAにおいて繰延税金資産を計上したことなどにより、親会

社株主に帰属する当期純利益は、増益となりました。

23年3月期見通しにつきましては、前年度のタイムラグ差損の反動など

により、経常利益は増益の見通しです。

一方で、22.3期には一時的増益要因があったこと、23.3期見通しには

足元の原燃料価格の高騰や需給ひっ迫を踏まえたコストなどを織り込

んでいることなどにより、23.3期のタイムラグ影響を除く経常利益は、前

年に比べて減益の見通しとなります。
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8ページに、経常利益について、前年との比較をまとめています。

経常利益は、前年の1,277億円から172億円減益の1,104億円となりました。

主な減益要因は国内エネルギー事業でのタイムラグ影響で、海外エネルギ

ー事業やライフ＆ビジネス ソリューション事業での増益を上回りました。

海外エネルギー事業では、フリーポートLNGプロジェクトやサビン・シェール

ガスプロジェクトの増益により274億円の増益となりました。
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9ページは、2022年1月31日に公表した見通しと実績との比較をまとめてい

ます。

冬場の家庭用ガス販売量増などによる国内エネルギー事業での増益や、

ライフ＆ビジネス ソリューション事業での増益などにより、1月公表の見通し

から154億円増益となりました。
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10ページは23年3月期見通しと、22年3月期の比較をまとめています。

23年3月期は北米上流事業や豪州上流事業などの海外エネルギー事業の

増益などにより、22年3月期から45億円増益の1,150億円となる見通しです。
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11ぺ－ジは成長投資の実績です。

22年3月期は、国内エネルギー事業における発電所、 海外エネルギー事

業における北米上流事業の開発、ライフ＆ビジネス ソリューション事業に

おける都市開発事業などに1,413億円の成長投資を行いました。

3月末時点の財務健全性指標としては、自己資本比率が49％、D/E比率が

0.65となり、目標である自己資本比率50％程度、D/E比率0.7程度を維持し

ています。

今後も財務健全性とのバランスを確保しながら、企業成長に向けた投資を

進めていきます。

12ページ以降は決算数値などの詳細を記載した内容になりますので、説

明を割愛いたします。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。
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